
経済データで見る「最近の世界経済動向（２０１４年５月～７月）」  ＊青字は悪化指数、%は前年比     ２０１４.７.２５.現在  日本機械輸出組合 

 ２０１４年５月 ２０１４年６月 ２０１４年７月 最近の経済動向 

 
世 
 
界 

-GDP:2014 年世銀:世界 2.8、米 2.1、日 1.3、欧州 1.1、中 7.6

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油 8 日 104 ㌦､22/26 日 107 ㌦ 

-4-6 月：世界ﾊﾟｿｺﾝ出荷 1.7％減 

-4 月：世界半導体販売 11.5%増 

-5 日 G７ 世界経済強さも下振れリスク 

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油 23 日 111.30 ㌦ 

-５月：世界半導体販売 8.8％増 

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油 2 日 108.80 ㌦ ･欧州経済は緩やかな回復傾向。米経済は

消費・生産堅調。中国経済は減速も７%台

成長維持｡ﾏﾚｰｼｱ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾍﾞﾄﾅﾑ

は 6～5%成長､ｲﾝﾄﾞ 4%台、ｼﾝｶﾞ 2％台､,タイ

2%減,日本経済は回復基調。 

 
 
日 
 
 
本 

-GDP：1-3 月前期比年率 6.7%増､消費 2.2%増､投資 7.6%増､

輸出 6%増､住宅 3.1%増､ 

-株価：４日14,485、９日 14,006､29 日 14,681 

-雇用：４月:失業率 3.6%前期比横這､求人倍率 1.08 

-物価：４月：消費者 3.2％増 

-所得：４月：給与総額 0.9%増､勤労者世帯収入 7.1％減､主

要企業賃上率 2.1％増 

-消費：４月：消費支出 4.6%減､小売業販売 4.4%減､新車販売

5.5%減､住宅着工 4 月 3.3%減 

-受注：４月：機械53.6％増前月比34.8％増、産業機械27.7%

増、工作機械 48.8%増､4-6 月見通し：機械 21.3%増 

-生産:４月:鉱工業 3.8%増､在庫 1.9%減､自動車 3%増 

-貿易：４月：輸出 5.1%増､入 3.4% 

-収益：1-3 月:純益：ｷﾔﾉﾝ 16％増､３月期：経常益：上場企業

36％増､純益：三菱商 24％増 4,447 億円､日揮 2％増､最終

損：ｿﾆｰ 1,283 億円 

-投資：1-3 月:設備投資 7.4%増、機械民需 13.4%増､４月：機

械民需 17.6％増､前月 9.1%減,14 年度：全産業 7.6%増 

-政策：成長戦略・骨太方針閣議決定(法人税 29%) 

-株価：16 日 14,933、24 日 15,376､30 日 15,162 

-雇用：５月:失業率 3.5%前月比 0.1 ﾎﾟ改善 

-所得：５月：勤労者世帯収入 4.6％減 

-消費：５月：消費支出 8％減､小売販売 0.4％減､新

車販売 1.2%減、新設住宅着工 15%減 

-受注：５月：工作機械 24.1%増、産業機械 65.3％増

海外 2 倍 

-生産：５月:鉱工業 0.8％増､在庫 0.8％増、車､繊

維､国内自動車生産 6.1%増、建設機械出荷 5.1%増 

-貿易：５月：輸出 2.7%減､15 か月ぶり－､輸入 3.6%

減 

-投資：東芝 LED 量産 500 億円､５月:機械受注民需

前月比 19.5％減､ 

-GDP：14 年度 1.2%増下方修正､消費

0.3､投資 4.9 輸出 5.3 

-景気：６月：大企業製造業景況感;+12､

5 ﾎﾟ低下 

-株価：4 日 15,437､11 日 15,164、22 日

15,343 

-所得：夏ﾎﾞｰﾅｽ 8.5％増 

-消費：6月：新車販売0.4%増3か月ぶり

＋､ 

-受注：6 月:工作機械 34.2%増、4-6 月：

電子部品 6.5％増､1-6 月：工作機械

35.5%増 

-貿易：６月：輸出 2%減､輸入 8.4％増 

-収益：4-6 月:純益：安川電機 32％増､

ﾌｧﾅｯｸ 2 倍 451 億円､営業益：富士重

15％増 800 億円､ｷﾔﾉﾝ 10％増､ＩＨＩ

80％増､日精工 48％増 

(前々月) ・GDP1-3 月は 6.7%と大幅増とな

り６期連続＋｡失業率 3.6%横這｡増税前駆

込み需要後､住宅､車需要は減少｡個人消

費４月はﾏｲﾅｽ｡輸出は円安効果薄れ､５月

はﾏｲﾅｽ｡受注・投資ﾏｲﾅｽも生産は堅調｡経

常益前３月期 36%増､自動車､機械好調､電

機回復｡株価回復傾向｡ 

(前・当月)・GDP1-3 月は駆込需要で 6.7%と

大幅増､６期連続＋｡失業率 3.5%と若干改

善｡勤労者所得縮小傾向｡駆込需要後､住

宅等個人消費４､５月大幅ﾏｲﾅｽ｡車回復兆

し｡輸出は円安効果薄れ､５､６月ﾏｲﾅｽ｡受

注好調､生産やや鈍化､投資に陰り｡経常益

前３月期 36%増､自動車､機械好調､電機回

復｡4-6 月も好調｡株価回復基調｡ 

回復持続､財政赤字の縮小が課題｡大幅貿

易収支赤字が懸念材料 
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-株価：上海 12 日 2,052、19 日 2,005、28 日 2,050 

-中国：4 月：小売売上高 11.9％増､新車販売 8.8%増､輸出

0.9%増､輸入 0.8%増､工業生産 8.7％増､製造業景況感 48.1､

1-4 月：固定資産投資 17.3％増､対中投資 5%増 

-韓国：9 日政策金利 2.5%据置、4 月：輸出 9%増、輸入 5%増 

-台湾：４月：輸出6.2%増、輸入5.8%増､海外受注8.9%増、失業

率 3.9%ｽﾏﾎ､ 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：4 月：消費者物価 7.3%増 

-ﾀｲ：８日ｲﾝﾗｯｸ首相失職､４月：新車販売３０%減 

-ｲﾝﾄﾞ：4 月：新車販売 13%減、消費者物価 8.6％ 

-株価：上海 16 日 2,085、19 日 2,023、30 日 2,048 

-中国：５月：輸出 7.0%増、輸入 1.6%減、工業生産

8.8%増､固定資産投資 17.2%増､小売総額 12.5%増､

新車販売 8.5%増､製造業景況感 50.8% 1.4 ﾎﾟ上昇､

1-5 月：対中投資 2.8%増､14 年：ﾊｲｱｰﾙ 1 万人削減 

-韓国：５月：輸出 0.9%減、輸入 0.3%増ｳｫﾝ高警戒 

-台湾：５月：輸出 1.4%増、輸入 2.3%減､海外受注 4.7%

増､鉱工業生産 5.2％増半導体､ＬＥＤ 

-東南ｱｼﾞｱ 6 カ国：5 月：新車販売 11%減､13 か月－ 

-ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：5 月：消費者物価 4.5%増、新車販売 24%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：5 月：新車販売 3%減 

-ﾍﾞﾄﾅﾑ：５月：消費者物価 4.7%、新車販売：25%増、

1-6 月:GDP 5.1%増 

-ﾏﾚｰｼｱ：5 月：新車販売:13%増 

-ﾀｲ：18日政策金利2.0%据置、5月:新車販売3.8%減､

車生産 36％減､ 

-ｲﾝﾄﾞ：５月：新車販売 3%増９か月ぶり＋、消費者物価

8.28％ 

-株価：上海 8 日 2,064、10 日 2,038、22

日 2,075 

-中国：ＴＶ販売減少､６月：輸出 7.2%増、

輸入 5.5%増、車販売 5.2%増､製造業景

況感 52.1､4-6 月：GDP 7.5%増、1-6 月：

固定資産 17.3％増､工業生産 8.8％増､

小売総額 12％増､新車販売 8.4%増 

-韓国：6 月:輸出 2.5%増、輸入 4.5%増、

1-6 月：輸出 2.6%増､4-6 月：GDP 前期

比 0.6％増､投資 1.3､輸出 1.9､営業利

益：ｻﾑｽﾝ 24%減 7200 億円､現代 7%減

-台湾：6 月：鉱工業 8.6%増､輸出 1.2%

増、4-6 月：純益 TSMC15％増 2030 億円

-ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：6 月：新車販売 38%増 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：6 月：消費者物価 6.7%､0.6 ﾎﾟ

低下 

-ﾍﾞﾄﾅﾑ：6 月：新車販売：23%増 1.1 万台

-ﾏﾚｰｼｱ：10 日：政策金利 3.25%、前月比

0.25%引下げ、 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ：4-6 月:GDP 2.1%増 

-ｲﾝﾄﾞ：6 月：新車販売 7%増 

（前々月）・中国は 1-3 月GDP7.4%とやや鈍

化､投資･消費高水準､生産堅調､輸出回復

兆し､企業業績回復､株価やや底打｡韓国､

輸出回復傾向､建設・輸出で成長維持､企

業業績頭打ち｡台湾､輸出・生産は回復傾

向､企業業績好調｡直近のGDP､ﾏﾚｰｼｱ 6%

台､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ｼﾝｶﾞ､ﾍﾞﾄﾅﾑ５%台成

長､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱは物価高騰｡タイ消費・生産低

迷でマイナス 2%台｡インドは物価高騰､生産

低迷も車販売反転の兆しで４%台成長 

（前・今月）・中国は4-6 月GDP7.5%と横這､

投資･消費高水準､生産堅調､輸出回復傾

向､企業業績明暗､株価低迷｡韓国､輸出回

復傾向､建設・輸出で成長維持､企業業績

頭打ち｡台湾、生産･輸出は回復傾向､企業

業績好調｡直近のGDP､ﾏﾚｰｼｱ 6%台､ﾌｨﾘﾋﾟ

ﾝ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾍﾞﾄﾅﾑ５%台成長､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱは物

価高騰｡ｼﾝｶﾞ 2％台成長｡タイ消費・生産低

迷で▲2%台｡インドは物価高騰､生産低迷も

車販売反転傾向で４%台成長 
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-ＧＤＰ：1-3 月：前期比年率 2.9％減､消費 1％増､輸出 8.9％

増 

-景気：４月：製造業景況感 54.9 前月比 1.2 ﾎﾟ増 

-株価：13 日 16,715、20 日 16,374、30 日 16,717 

-雇用：４月：失業率 6.3%、前月比 0.4 ﾎﾟ改善､28.8 万人増 

-所得：４月：個人所得前月比 0.3％増､ 

-消費：４月：個人消費 4.3%増､小売売上高前月比 0.1％増､

新車販売 8.1%増、新築販売 4.2％減、住宅着工 26.4%増､前

月比 13.2％増､中古住宅販売 6.8%減 

-生産：４月：鉱工業前月比 0.6%減 3 か月ぶり－ 

-貿易：４月：輸出 2.8%増、輸入 5.6%増 

-収益：2－4 月：純益：HP 18%増 12.7 億㌦､ｼｽｺ 12%減 21.8

億㌦ 

-投資：４月：設備稼働率 78.6% 0.7 ﾎﾟ低下 

-景気：5 日 FRB 経済活動は全 12 区で拡大､5 月：

製造業景況感 55.4 前月比 0.5 ﾎﾟ増 

-財政・金融：19 日：FRB 資産購入月 450 億㌦→350

億㌦量的緩和縮小 

-株価： 3 日 16,722､20 日 16,947 最高値､30 日

16,826 

-雇用：5 月：失業率 6.3%横這､21.7 万人 

-消費：5 月：個人消費前月比 0.2%増､小売売上高

4.3%増､前月比 0.3％増､新車販売 11.4%増 161 万

台､新築販売前月比 18.6％増､住宅着工 9.4%増､前

月比 6.5%減、中古住宅販売前月比 4.9%増 

-生産：5 月：鉱工業 4.2%増､前月比 0.5%増 

-貿易：5 月：輸出：4.9%増、輸入 3.3%増、貿易赤字

444 億㌦前月比 5.6%減 

-投資：5 月：設備稼働率 79.1% 0.5 ﾎﾟ上昇 

-景気：6 月：製造業景況感 55.3 前月比

0.1 ﾎﾟ減 

-財政・金融：７日：FRB 量的金融緩和

10 月終了､１６日：終了後も０金利継続 

-株価： 8 日 16,906､16 日 17,138 最高

値､22 日 17,113 

-雇用：6 月：失業率 6.1% 0.2 ﾎﾟ改善 

-消費：6 月：小売売上高 4.3％増､新車

販売 1.2%増営業日 2 日少:1-6 月:新車

販売:4.3%増、住宅着工 7.5％増､前月

比 9.3%減、中古販売 前月比 2.6%増 

-生産：6 月：鉱工業 4.3％増 

-収益：4－6 月：純益：主要 500 社 6％

増､GE13%増 35 億㌦、ｱｯﾌﾟﾙ 12%増 78

百億円、IBM28％増 41 億㌦､ｲﾝﾃﾙ 40%

増､ｸｱﾙｺﾑ 42％増､TI 3%増､ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ

1.5 倍､ﾌｫｰﾄﾞ 6％増､GM84%減 

-投資：１１日 IBM 半導体投資５年３千

億円､6 月：設備稼働率 79.1% 横這 

（前々月）・GDPは 1-3 月 1.0%減（改定値）､

3 年ぶりﾏｲﾅｽ。失業率 6.3%で横這い。住宅

減速､車販売回復傾向、個人消費は堅調｡

輸出は回復傾向､生産増加傾向､投資やや

鈍化。企業収益 1-3 月５%増と回復傾向､自

動車大幅減益｡株価最高値更新高水準。 

成長持続､雇用拡大が課題。金融緩和縮小

の影響が懸念材料｡ 

（前・今月）・GDPは 1-3 月 1.0%減（改定値）､

3 年ぶりﾏｲﾅｽ。失業率 6.1%で若干改善。住

宅減速､車販売回復傾向、個人消費は堅

調｡輸出は回復傾向､生産堅調､投資やや

鈍化。企業収益 4-6 月 6％増と回復傾向､ｼ

ｽﾃﾑ・電子部品好調､自動車明暗｡株価最

高値更新高水準。 

成長持続､雇用拡大が課題。金融緩和縮

小の影響が懸念材料｡ 
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-株価：英FTSE7 日 6,796､14 日 6,878、30 日 6,844 

-雇用：4 月：失業率ﾕｰﾛ 11.6%､独 5.1%、仏 10.1%、伊 12.5%、

ｽﾍﾟｲﾝ 25.1%、蘭 7.2%、ﾎﾟｰﾗ 9.7% 

-消費：４月:小売売上高：ﾕｰﾛ 1.8%増、独 0.4%増､仏 1.5%増､

英 8.7%増､ｽﾍﾟｲﾝ 0.8%増、ﾎﾟｰﾗ 0.6%増、新車販売：欧州 4.0%

増、独 3.6%減営業日少、仏 5.8%増、英 8.2%増、伊 1.9%増、ｽ

ﾍﾟｲﾝ 28.7%増、蘭 6.3%減、ﾎﾟｰﾗ 16.8%増、 

-生産：4 月:鉱工業:ﾕｰﾛ 1.4%増､独 1.3%増､仏 2.0%減､英

3.8%増､伊 1.4%増､蘭 2.7%減､ｽﾍﾟｲﾝ 4.4%増､ﾎﾟｰﾗ 5.6%増 

-貿易：4 月: ﾕｰﾛ輸出 1%減､輸入 3%減 

 

-財政・金融：6 日 ECB 政策金利 0.1%減(年 0.15%)、

ﾏｲﾅｽ金利導入 

-株価：英FTSE 9 日 6,875、25 日 6,733､30 日 6,743 

-雇用：5 月：失業率ﾕｰﾛ 11.6%横這､独 5.1%、仏

10.1%、伊 12.6%、ｽﾍﾟｲﾝ 25.1%、蘭 7.0%、ﾎﾟｰﾗ 9.6% 

-消費：5 月:小売売上高：ﾕｰﾛ 0.7%増、独 0.6%減､仏

2.1%増､英 3.7%増､ｽﾍﾟｲﾝ 0.7%増、ﾎﾟｰﾗ 2.0%減、新車

販売：欧州 4.2%増､独 5.2%増､仏 0.3%増､英 7.7%増､

伊 3.8%減､ｽﾍﾟｲﾝ 16.9%増､蘭 3.4%増､ﾎﾟｰﾗ 8.6%増､ 

-生産：5 月:鉱工業:ﾕｰﾛ 0.5%増､独 1.7%増､仏 4.2%

減､英 2.5%増､伊 1.8%減､蘭 1.9%減､ｽﾍﾟｲﾝ 2.4%増､ﾎﾟ

ｰﾗ 2.2%増 

-貿易：5 月: ﾕｰﾛ輸出横這､輸入横這 

-財政・金融：3 日：ECB 政策金利年

0.15%据置過去最低、10 日：英中銀 政

策金利 0.5%据置､11 日：欧州株､債権

下落､ポルトガル銀経営不振 

-株価：英FTSE4 日 6,866、10 日 6,672、

22 日 6,795 

-消費：6 月:新車販売：欧州 3.9%増､独

1.9%減､仏2.5%増､英6.2%増､伊3.8%増､

ｽﾍﾟｲﾝ23.9%増､蘭5.9%減､ﾎﾟｰﾗ2.2%増､

-収益：4－6 月：純益：ﾀﾞｲﾑﾗｰ 26％減

2880 億円､ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ 24%減 330 億円 

（前々月）・ﾕｰﾛGDP 1-3月前期比0.9%､4四

半期連続微増。失業率は高水準横這。自

動車販売は回復傾向､消費は独英仏ｽﾍﾟｲ

ﾝ､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞを中心に回復傾向､輸出低迷も

生産は回復の兆し。投資は停滞。企業業績

自動車は回復傾向。株価は回復の兆し。 

（前・今月）・ﾕｰﾛGDP 1-3 月前期比 0.9%､4

四半期連続微増。失業率は高水準横這。

自動車販売は回復傾向､消費は英仏独ｽﾍﾟ

ｲﾝ､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞを中心に回復傾向､輸出低迷､

生産は英､独､ｽﾍﾟｲﾝを中心に回復傾向｡投

資は停滞。企業業績は自動車､ｼｽﾃﾑとも

減速傾向。株価低迷。 

高水準の失業率の低下、景気回復が課題｡

ｳｸﾗｲﾅ問題が懸念材料 

中

東

ｱﾌ 

-ﾄﾙｺ：22 日：政策金利 0.5%引下げ 9.5%に､４月：新車販売

26.3%減 5.7 万台､1-3 月：GDP 4.3％増リラ安・輸出増 

-南ア：1-3 月：GDP 前期比年率 0.6%減､鉱山労働者スト 

-ｹﾆｱ：1-3 月:GDP 4.1% 

 

-ﾄﾙｺ：16 日：政策金利 0.75%引下げ 8.75%に､5 月：

新車販売 27.6%減 6.2 万台 

-ｴｼﾞﾌﾟﾄ：9 日シン大統領就任 

-ﾄﾙｺ：17 日：政策金利 0.5%引下げ

8.25%に､６月：新車販売 17.9%減 6.4 万

台 

-南ア：18 日 0.25％引上げ年 5.75％へ､

６月：消費者物価 6.6％ 

･ｲﾗｸ､ｼﾘｱ､南ｽｰﾀﾞﾝで政情不安定｡ｴｼﾞﾌﾟﾄ､

ﾘﾋﾞｱ､ｱﾙｼﾞｪﾘｱ安定化傾向｡ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ､ｸｳ

ｪｰﾄ､UAE､ｹﾆｱは安定成長｡ﾄﾙｺ 4％台成

長｡南ア､物価高､金利上げ｡ 

中東・ｱﾌﾘｶ情勢の安定化が課題 

中

南

米 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：28 日：政策金利 11%維持､４月：新車販売 12.1%減

29.3 万台 

-ﾒｷｼｺ：４月：新車販売 8.0%減 7.7 万台 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：５月：新車販売 7.2%減 29.3 万台 

-ﾒｷｼｺ：6 日：政策金利 0.5 ﾎﾟ下げ 3.0%に、５月：新車

販売 0.8%増 8.8 万台 

-ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ：債務返済判決→ﾃﾞﾌｫﾙﾄ懸念 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ：16 日：政策金利 11%維持、6

月：新車販売 17.3%減 26.4 万台 

-ﾒｷｼｺ：６月：新車販売 0.5%増 8.4 万台

･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ経済は米金融緩和縮小の影響､物

価上昇による金融引締めでやや下降傾向､

ﾒｷｼｺ経済は資金流失､信用収縮でともに

１％台後半成長｡ 経済回復が課題。 

露

東

欧 

-ﾛｼｱ：４月：新車販売 8%減、22.7 万台、4 ヶ月連続ﾏｲﾅｽ、

1-3 月：GDP 0.9%増 

-ｳｸﾗｲﾅ：26 日親欧州派大統領選出 

-ﾛｼｱ：5 月：新車販売 12.2%減、20.1 万台、5 ヶ月連

続ﾏｲﾅｽ 

-ﾛｼｱ：６月：新車販売 17.3%減、19.9 万

台、6 ヶ月連続ﾏｲﾅｽ、1-6 月：新車販売

7.6%減 

･ロシアは輸出の減少､消費､投資、生産の

低迷で 1-3 月 0％台成長。ｳｸﾗｲﾅ問題への

欧米制裁の影響懸念､経済回復が課題。 


